
国際コミュニケーション学部カリキュラム・ポリシー、カリキュラムマップ 

「グローバルな視点で他者との境界を越えたコミュニケーション力を身につける」ことを教育目標とし、

具体的にはディプロマ・ポリシー（以下DP）にかかげられた項目を達成するため、下記のような教育課

程を編成している。カリキュラムの体系性・系統性については、国際コミュニケーション学部履修モデ

ルで明示する。

また、学生は履修モデルを参考にし、ゼミ担当教員の助言を受けながらも、個別の目標に合わせた主体的な履

修ができるような指導体制を敷いている。なお、カリキュラムは定期的な検証により、見直しと改善を行う。 

＜教育内容について＞ 

１．円滑なコミュニケーションを行うために不可欠な心理学や異文化理解に関する科目群および、より

広域なコミュニケーションを取り扱うマスコミュニケーションやメディアに関する科目群から進

路に応じた科目を選択履修することで、心理学やメディア、異文化に関する理解を深め、実習・実

践活動を通して、グローバル社会に求められる高次元の効果的なコミュニケーション・スキルを体

得することができる。 

DP【知 識・理 解】（１） 

 【汎 用的技 能】（２） 

２．語学以外の科目については、パーソナル、ローカル、グローバルな課題を取り扱う、発展的な科目

展開を行っており、学生は３つの領域からそれぞれ定められた単位数を修得する。個人（パーソナ

ル）の問題やローカルな問題と思われることがグローバルな背景で生み出されること、またグロー

バルな課題であると感じられることがごく身近な問題でもあるというような側面を見出し、物事を

多角的に理解・議論し、解決策を探るという態度と能力を獲得する。

DP【知 識・理 解】（２）（３） 

【汎 用的技 能】（１）（４）（５）（６） 

３．ローカル、グローバルな社会を理解する上での基礎となる、日本および諸外国の政治・地理・歴史・

文化について学ぶ。「国際関係入門」、「国際文化入門」、「国際コミュニケーション入門」の３

つの必修科目から始め、４年間を通じてより発展的、応用的な内容を取り扱う科目を履修し、多様

な文化を尊重し、理解する態度を培い、社会のさまざまな問題についてグローバルな背景を読み取

り、自らその解決策を提案・発信する能力を身につけることができる。 

DP【知 識・理 解】（２）（３） 

  【汎 用的技 能】（１）（２）（３）（４）（５）（６） 

【態度・志向性】（１）（２） 

４．英語、中国語および韓国語など外国語の高度な言語運用能力を身につけることができる。語学科目

はすべて少人数制のクラス編成で、基礎からスタートして、コミュニケーション・ツールとして十

分な語学力を修得する。外国語能力養成のために、語学学修支援制度の活用、語学関連イベントな

どにも参加し、体験的・実践的な学修を行う。 

DP【汎 用的技 能】（１）（２） 

【態度・志向性】（１） 

５．学生は１年次から４年次まで、少人数編成のゼミに所属する。初年次は「大学入門ゼミ」として、

大学で必要とされる学習スキルや態度を習得し、2年次以降は段階的に、より発展的科目の履修を通し

て、知識の獲得だけではなく、自ら問題の解決策を提案し、発信できるような態度や能力を修得する。 

特に、３、４年次に所属する専門演習では、専門的知識をさらに深め、論理的な思考能力を身につけ

るだけではなく、１、２年次のうちに学んだコミュニケーション・スキル、言語スキル、情報リテラ

シーを効果的に用い、問題解決に向けた自律的な学修内容の発信や共有ができるようになる。

DP【汎 用的技 能】（１）（２）（３）（４）（５）（６）（７） 

【態度・志向性】（１）（２）（３） 



６．学生それぞれが将来の進路を想定した履修ができるように、初年次よりキャリア教育科目の履修に

よってキャリア形成に主体的に取り組む態度を体得していくだけでなく、資格取得のための科目、

社会人基礎力を高めるための体験型の科目、インターンシップ科目などを履修することで、実践力

を身につけることができる。各自のキャリア目標を早くから定め、その後、各キャリア目標に応じ

た学びが行えるように、履修モデルによって、それぞれが４年間で、どのような科目履修を行うべ

きかをわかりやすく示し、系統だった履修ができるよう構成している。 

DP【汎 用的技 能】（１）（２）（３）（４）（５）（６）（７） 

【態度・志向性】（１）（２）（３） 

＜教育方法・評価について＞ 

１．学生は１年次よりゼミ担当者の助言を得ながら、自分の進路を見据え、主体的にそれぞれの履修計

画を作成する。 

２．入門ゼミ、専門演習などのゼミ、および語学科目は少人数制編成で行う。ゼミでは発表やグループ

活動が中心となるため、専門的な学習内容を深めるだけでなく、自主性と協調性を伸ばすことも求

められる。語学科目についてはレベルや目的に応じたクラス編成で、積極的な学習へと結びつける。 

３．学生が学びの主体となる教授法の工夫を各課程科目で実践する。さらに課程外においても、実

践的に学ぶ機会を多数設けるなど、実践型実学教育を行う。 

４．各科目における成績評価には、公平でわかりやすい評価基準を示すとともに、必要に応じてフ

ィードバックを行うことで、学生が自分の学習状況を把握し、改善することができるようにす

る。 

５．学修成果の蓄積と、定期的な振り返りや履修計画の見直しなど、学びの立案･実践･検証･行動

（PDCA）を実施し、自己学習管理力を向上させる。 

６．語学科目については、学生の目標に応じた基準に達しているかどうかを、外部評価テスト等を

利用して測り、基準を満たすことを卒業要件として求める。 



国際コミュニケーション学部  国際コミュニケーション学科科目配当表 

分 野 
配当

年次 
授 業 科 目 名 

D P レ ベ ル

←低 高→ 
単位数 

卒業に

必要な

単位数 A B C D 

基礎科目 1234 

国際関係入門 1,2,3 4 2 

２ 

６

単

位 

国際文化入門 1,3 4 1 

国際コミュニケ-ション入門 1,2,3 2 

専門演習科目 

3 専門演習１ 3 1,2,3 1 
４ 10 

単

位 
4 

専門演習２ 3 1,2,3 1 

卒業研究 A～D全て ２ 

パ
ー
ソ
ナ
ル
科
目
群 

基
礎 1234

計量分析入門（統計の基礎） 4,5 

２ 

６
単
位
以
上

８
単
位
以
上

自分のこころの心理学 1,2 2 1,3 

キャリア心理学 2,7 1,3 

恋愛心理学 2 2 1,3 

発
展

1234 ファッションと化粧の心理学 2 2 1,3 

２ 

234 

対人コミュニケーション心理学 1,2 2 1,3 

コミュニケーションスキル実習 2,7 1 

働く人と組織の心理学 2,7 1,3 

観光とホスピタリティの心理学 2 2 1,3 

消費者行動の心理学 2,7 1,3 

応
用 34 

1234 

異文化心理実習 2 1 
２ 

２ 

心理統計実習 

日本の政治と外交 2,3 

3,4,7 

4,5 2 

ロ
ー
カ
ル
科
目
群

基
礎

現代アメリカ文化論 1,3 

関西学 1,2,3 

地域研究1 2,3 5 

地域研究2 2,3 5 

情報メディアと社会制度 3 4,5 

メディア・情報文化史 3 4,5 

234 現代社会論 2,3 4,5 2 

発
展

1234 

都市文化論（日本） 1,2,3 2 1 

２ 

都市文化論（アジア） 1,2,3 2 1 

都市文化論（ヨーロッパ） 1,2,3 2 1 

234 

日本風俗研究 1,2,3 2 1 

広告文化論 3 2,4 1 

放送文化論 3 2,4 1 

メディア表現論 3 3,4,6,7 

キャラクター論 3 4 1,2 

応
用 234 

音楽産業論 4,6 2 
２ 

比較政治学 2,3 4,5 

グ
ロ
ー
バ
ル
科
目
群 

基
礎

1234 

海外生活の心理学 1,3 2 1 

２ 

８
単
位
以
上

マスコミュニケーション論 3 2,4,7 

異文化コミュニケーション論 1,3 2 

発
展

1234 

グローバル・イシュー 2,3 4,5,7 2 

２ 

文化交流史（アジア） 1,2,3 2 1 

文化交流史（アメリカ） 1,2,3 2 1 

文化交流史（ヨーロッパ） 1,2,3 2 1 

234 

グローバル・ガバナンス論 2,3 4,5 

国際協力論 2,3 4,5,7 2 

平和と宗教 1,2,3 2 1,2 

国際関係史 2,3 4,5 

多文化社会論 1,2,3 2 1 

多様性の文化論 1,3 2 1 

応
用

234 
国際政治経済論 2,3 4,5 

２ 国際平和論 2,3 4,5 2 

34 国際フィールドワーク 1,2,3 1,2,3,6,7 1,2,3 



分 野 
配当

年次 
授 業 科 目 名 

D P レ ベ ル

←低 高→ 
単位数

卒業に

必要な

単位数 

A B C D 

学
科
語
学
科
目

英
語
科
目

基
礎

英語圏留学入門 1 

18 

単

位

以

上 

Basic Oral Communication 1 1 1,2,3,6,7 3 

Basic Oral Communication 2 1 1,2,3,6,7 3 

Intermediate Oral Communication 
1 

1 1,2,3,6,7 3 

Intermediate Oral Communication 

2 

1 1,2,3,6,7 3 １ 

Basic Practical English 1 1,2 3 

1234 Basic Practical English 2 1,2 3 

Intermediate Practical English 1  1,2 3 

Intermediate Practical English 2  1,2 3 

Basic English Grammar 1 1 

２ 
Basic English Grammar 2 1 

Intermediate English Grammar 1 1 

Intermediate English Grammar 2 1 

発
展

資格ビジネス英語 1 1 1,2,7 3 
１ 

資格ビジネス英語 2 1 1,2,7 3 

Advanced English Grammar 1 1 
２ 

Advanced English Grammar 2 1 
1234 

Advanced Oral Communication 1 1,3 
1,2,3,5, 

2,3 1 6,7

Advanced Oral Communication 2 1,3 
1,2,3,5, 

2,3 1 6,7

Advanced English Reading 1 1 3 

Advanced English Reading 2 1 3 

Advanced English Reading 3 1 3 

Advanced English Reading 4 1 3 

Topic Studies A～D全て 

Grammar Focused Writing 1 1 

234 
Grammar Focused Writing 2 1 

Essay Writing 1 1 
１ 

Essay Writing 2 1 

Business English 1 1,2,3,7 3 

Debate and Presentation 1,2,3 
1,2,3,4, 

1,3 1 5,6,7

ドラマで学ぶ英語 1 3 

応
用

資格ビジネス英語 3 1 1,2,7 3 

資格ビジネス英語 4 1 1,2,7 3 

通訳入門 1 

1234 
翻訳入門 1 

ホスピタリティ英語 1 1,7 3 

ホスピタリティ英語 2 1,7 3 

米文学概論 ※ 1 1,3 
２ 

英文学概論 ※ 1 

英語発音クリニック ※ 1 

234 
英語音声学概論 ※ 1 

２ 
第二言語修得概論 ※ 1 

英語学概論 ※ 1 1,3 

発
展

234 

Academic Reading 1 1 3 
１ 

Academic Reading 2 1 3 1 

英語教育演習 ※ 1 1,2,5 1,3 ２ 



分 野 
配当

年次 
授 業 科 目 名 

D P レ ベ ル

←低 高→ 
単位数 

卒業に

必要な

単位数 A B C D 

学
科
語
学
科
目

中
国
語
科
目 

基
礎

1234 

入門中国語 1 1 1,2 3 
２ 

18 

単

位

以

上 

入門中国語 2 1 1,2,6,7 3 

台湾華語 1 1,2 3 １ 

発
展

1234 

中国語検定講座a 1 1,2 3 

１ 

中国語検定講座b 1 1,2 3 

ネットビジネス中国語 1 1,2,7 3 

234 

実用中国語1a 1 1,2 3 

実用中国語1b 1 1,2 3 

中国語で日本案内 1 1,2,7 3 

映像中国語 1 1,2,7 3 

接客のための中国語 1 1,2,7 3 

応
用

1234 ポスト留学中国語 1 1,2,7 2 

１ 
234 

実用中国語2a 1 1,2,6 3 

実用中国語2b 1 1,2,6 3 

韓
国
語
科
目 

基
礎

1234 

入門韓国語 1 1 1 

２ 
入門韓国語 2 1 1,2 

Kpopとドラマで学ぶ韓国語 1 1,2 

１ 
トラベル韓国語 1 1,2,7 

234 
実用韓国語1a 1 1,2 

実用韓国語1b 1 1,2 

発
展

1234 ポスト留学韓国語 1 1,2,7 3 

１ 
234 

実用韓国語2a 1 1,2 3 

実用韓国語2b 1 1,2 3 

韓国語で日本案内 1 1,2,7 

特
殊
講
座

発
展 234 

語学特殊講座A 

１ 

語学特殊講座B 

語学特殊講座C 

語学特殊講座D 

語学特殊講座E 

語学特殊講座F 

語学特殊講座G 

語学特殊講座H 

日
本
語
科
目 

基
礎

1234 

基礎日本語読解 1 1,2,4,7 1,3 

２ 基礎日本語聴解発話 1 
1,2,4,6, 

7 
1,3 

基礎日本語レポート 1 1,2,3,4,6,7 1,3 

発
展

1234 

実力日本語読解 1 1,2,4,7 1,3 

２ 実力日本語聴解発話 1 
1,2,4,6, 

7 
1,3 

実力日本語レポート 1 1,2,3,4,6,7 1,3 

応
用

1234 

大学日本語読解 1,3 1～7 1,3 

２ 

大学日本語聴解発話 1,3 1～7 1,3 

大学日本語レポート 1,3 1～7 1,3 

234 
総合日本語 1 

1,2,4,6, 
7 

1,3 

ビジネス日本語 1 1,3 1～7 1,2,3 

34 
ビジネス日本語 2 1,3 1～7 1,2,3 

実用日本語 1 1～7 1,2,3 



分 野 
配当

年次 
授 業 科 目 名 

D P レ ベ ル

←低 高→ 
単位数 

卒 業 に 必

要 な 単 位

数 A B C D 

導
入
演
習

科
目

入門 １ 
大学入門ゼミａ 1,2,3 

２ 
大学入門ゼミｂ 3 1,2,3 

基礎 2 
専門演習アプローチ 3 1,2,3 1 

２ 
基礎演習 3 1,2,3 1 

自
由
科
目

キ
ャ
リ
ア

発
展 234 

キャリア支援科目1 7 

２ 

キャリア支援科目2 7 

キャビンアテンダントプログラム1 7 

キャビンアテンダントプログラム2 7 

応
用 234 

キャビンアテンダントプログラム3 7 
２ 

キャビンアテンダントプログラム4 7 

特
殊
講
義

発
展 234 

特殊講義1（映画・演劇論） 

２ 

特殊講義2（芸能・芸術論） 

特殊講義3 (ヨーロッパの美術) 

特殊講義4 

特殊講義5 

特殊講義6 

特殊講義7 

特殊講義8 

ディプロマポリシー：《ＤＰ》 

科目ごとに学生諸君に身に付けて頂きたい能力を設定している。※ I-1ページと併せて確認し履修すること。 

A【知識・理解】 

（１）言語や多文化・異文化についての基礎的な知識を理解し、心理的な側面を含めた総合的な国際コミ

ュニケーションのあり方について理解している。

（２）グローバルな世界の動き、ローカルな共同体のあり方、並びに個人（パーソナル）の行動や思考、

それぞれについての基礎的な知識を体系的に理解している。

（３）自己をとりまくローカルな社会が直面するさまざまな問題の背景にあるグローバルな意味や文脈に

ついて互いに関連づけて理解している。

B【汎用的技能】 

（１）言語運用能力 （２）コミュニケーション・スキル （３）情報リテラシー

（４）論理的思考力 （５）問題解決力  （６）発信能力 （７）社会人としての実践力

C【態度・志向性】 

（１）多様性の理解と協調性 （２）倫理観と社会的責任 （３）自己管理力

D【総合的な学習経験と創造的思考力】 

これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し、自ら立てた新たな課題にそれらを適用し、

その課題を解決することができる。 

注１ 学科英語科目のうち、※を付した科目は特に教職課程登録者を対象としている科目である。その

ため授業内容が高度なものになっており、履修を希望する者はその旨を重々承知の上で履修登録

すること。 

注２ 日本語科目は、外国人留学生および第一言語が日本語以外の学生を対象とした科目である。 



履修モデル 

メーカー

マスコミ
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